
          

　
「
佐
倉
市
初
の
Ｓ
Ｅ
」
＂ 

・
１
月
掲
示
に
目
が
留
ま

る
。
３
月
発
足
式
。
入
団
者
が
多
く
驚
く
。
来
賓
岡
村

理
事
長
さ
ん
は
，
後
に
各
地
Ｓ
Ｅ
設
立
に
多
大
な
貢
献

の
方
と
知
り
更
に
驚
く
。
ご
指
導
の
横
林
先
生
は
，
初

回
「
音
を
聴
き
合
っ
て
，
皆
さ
ん
の
音
色
と
ど
う
合
わ

せ
て
い
く
か
が
大
事
。
勝
負
は
自
分
の
耳
」
等
深
い
お

話
。
以
来
，
豊
富
な
音
楽
的
ご
指
導
と
「
時
に
手
を
取

り
合
っ
て
出
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大
事
」
と
人
生
訓
に
通

ず
る
。
＂ 

・
３
月
は
第
１
回
定
期
演
奏
会
。
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次
に
佐
倉
Ｓ
Ｅ
団
員
の
ス
ケ
ッ
チ
を
（
敬
称
略
） 

　
【
バ
イ
オ
リ
ン
】
Ｎ
：
マ
イ
ル
ド
な
物
腰
。
確
か
な

耳
か
ら
始
ま
る
音
合
わ
せ
　
Ｙ
：
三
つ
の
団
体
で
演
奏

す
る
ス
ー
パ
ー
奏
者
　
Ａ
：
一
流
の
方
に
学
ぶ
音
楽
愛

溢
れ
る
方
。
都
内
オ
ケ
も
　
Ｔ
：
バ
イ
オ
リ
ン
も
歌
も

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
器
用
な
方
　
Ｔ
：
皆
と
旧
知
の
ご

と
く
お
話
で
き
る
元
気
人
。
き
っ
と
音
色
も
　
Ｓ
：
さ

り
気
な
い
優
し
い
気
配
り
。
安
心
感
漂
う
存
在
　
Ｓ
：

４
歳
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
を
。
太
鼓
・
ヨ
ガ
も
　
Ｍ
：
練

習
場
で
団
員
と
偶
然
再
会
し
入
団
を
。
初
見
演
奏
ス
ラ

ス
ラ 

　
【
マ
ン
ド
リ
ン
】
Ｙ
：
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
仲
良
し
請

負
人
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
　
Ｉ
：
以
前
岡
村
理
事
長
さ
ん
と

佐
倉
に
Ｓ
Ｅ
設
立
の
た
め
練
習
場
探
し
に
奔
走
さ
れ
た

方 　
【
チ
ェ
ロ
】
Ｓ
：
音
色
が
よ
く
響
く
と
先
生
か
ら
評

価
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
活
動
も 

　
【
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
】
Ｈ
：
ボ
ン
ボ
ン
弦
を
響
か
せ
乗

り
の
よ
い
演
奏
　 

　
【
ギ
タ
ー
】
Ｉ
：
長
年
下
北
沢
で
定
期
的
に
バ
ン
ド

活
動
。
英
語
ボ
ー
カ
ル
も
　
Ｋ
：
佐
倉
の
観
光
名
所

「
ひ
よ
ど
り
坂
」
を
守
る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
気
さ

く
　
Ｈ
：
ス
コ
ア
も
眺
め
な
が
ら
演
奏
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
目
指
す
研
究
家 

　
【
ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
】 

Ｓ
：
優
し
い
音
色
で
話
術
も
お

手
の
物
。
笑
い
の
神 

　
【
フ
ル
ー
ト
】
長
谷
川
代
表
；
佐
倉
シ
ニ
ア
立
上
げ

の
大
業
を
な
し
遂
げ
た
気
遣
い
が
行
き
渡
る
方
　
Ｋ
：

ユ
ー
モ
ア
冴
え
リ
ズ
ム
に
乗
り
美
し
い
音
色
で
演
奏
　

Ｎ
：
楽
し
い
話
題
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
尽
力
の
ウ
ル
ト
ラ
の

母
　
Ｙ
：
配
慮
が
色
々
行
き
届
く
方
。
お
裁
縫
も
◎
　

Ｋ
：
優
し
い
眼
差
し
は
全
て
を
表
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
お
手
製
　
Ｍ
：
英
語
は
こ
の
方
に
お
任
せ
「It don’t 

m
ean a sw

ing

」
の
特
殊
文
法
を
サ
ラ
リ
と
解
読 

　
【
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
】
Ｋ
：Solo
も
積
極
的
に
引
き
受
け

る
意
欲
満
々
の
方
　
Ｍ
：
岡
村
理
事
長
さ
ん
と
Ｓ
Ｅ
創

設
活
動
も
。
多
様
に
演
奏
を
継
続
　
Ｍ
：
体
調
を
考
え

チ
ェ
ロ
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
へ
。
弦
も
管
も
！

　
【
サ
ッ
ク
ス
】
Ｋ
：
競
泳
で
鍛
え
た
肺
活
量
を
演
奏

に
生
か
す
二
刀
流
　
Ｋ
：
自
身
も
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
演
奏

活
動
継
続
の
熟
練
者
　
Ｏ
：
退
職
後
サ
ッ
ク
ス
を
習
い
今

や
地
元
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
気
演
奏
家
　 

　
【
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
】
Ｔ
： 

Ｓ
Ｅ
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
と
い
う
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
。
団
員
全
員
の
大

小
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
あ
っ
と
言
う
間
に
美
し
く
作
成 

　
【
ド
ラ
ム
ス
】
Ｔ
： 

ド
ラ
ム
経
験
を
買
わ
れ
サ
ッ
ク

ス
か
ら
の
転
身
。
ノ
リ
ノ
リ
の
バ
チ
裁
き 

　
【
キ
ー
ボ
ー
ド
】
Ｋ
：
多
彩
な
音
色
で
鍵
盤
を
操

る
。
テ
ニ
ス
も
語
学
も
　
Ｏ
：
ピ
ア
ノ
の
先
生
を
さ
れ

る
力
量
の
持
ち
主
。
現
在
手
の
状
態
を
調
整
さ
れ
な
が

ら
演
奏
に
貢
献 

　
【
キ
ー
ボ
ー
ド
・
ピ
ア
ノ
】
そ
し
て
私(

お
隣
Ｋ
さ
ん

よ
り)

い
つ
も
元
気
で
明
る
く
和
や
か 

　
音
楽
に
親
し
み
音
楽
の
仕
事
に
就
い
た
が
，
今
年
出

会
っ
た
佐
倉
Ｓ
Ｅ
や
四
半
世
紀
続
く
Ｓ
Ｅ
に
は
，
多
く

の
驚
き
や
発
見
・
学
び
が
あ
り
，
感
謝
し
て
い
る
。 

　
最
後
に
：
副
理
事
長
の
宮
崎
編
集
長
さ
ん
も
会
報
後

記
で
触
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
に
，
現
在
の
複
数
の
戦

火
に
は
心
が
痛
む
。
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
戦
争
を
や
め

た
人
た
ち
」
１
９
１
４
年
ク
リ
ス
マ
ス
休
戦
：
英
軍
と

独
軍
最
前
線
塹
壕
で
の
激
し
い
銃
撃
戦
後
，
　
月
　
日

極
寒
の
夜
。
独
軍
か
ら
歌
声
が
聞
こ
え
「
き
よ
し
こ
の

夜
」
と
分
か
る
と
，
英
軍
は
拍
手
を
。
そ
し
て
，
思
わ

ず
一
緒
に
英
語
で
歌
う
と
独
軍
か
ら
も
拍
手
が
。
そ
の

後
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
各
々
の
言
語
で
数
曲
一
緒
に

歌
っ
た
。
翌
　
日
に
は
サ
ッ
カ
ー
ま
で
も
。
以
後
，
戦

い
は
４
年
続
い
た
が
，
多
く
の
戦
場
で
，
攻
撃
命
令
に

対
し
，
銃
は
空
に
向
か
っ
て
打
っ
た
り
，
攻
撃
情
報
を

伝
え
合
っ
た
り
し
た
と
い
う
。 

　
争
い
の
終
結
を
祈
り
つ
つ
，
佐
倉
Ｓ
Ｅ
で
も
，
世
界

共
通
の
音
楽
を
，
皆
さ
ん
と
奏
で
て
い
き
た
い
。
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